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支
店

鉄
道
建
築
部

所
長
　
奥
津
　
敏
明

　
本
工
事
は

東
急
沿
線
で
は
大
規
模
な
駅
舎
改
良

で
商
業
施
設
を
兼
ね
備
え
る
も
の
で
あ

た


　
東
急
建
設
の
奥
津
敏
明
所
長
は
﹁
最
高
の
建
物
を

引
き
渡
す
と
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
の
使
命
を
果
た
し

ご

近
隣
の
皆
さ
ま
に
も
完
成
し
て
良
か

た
と
思

て

い
た
だ
け
る
建
物
を
目
標
と
し
ま
し
た
﹂
と
工
事
を

振
り
返
る


　
第
三
者
災
害
防
止
を
徹
底
し
た
現
場
運
営
に
加

え
鉄
道
運
行
を
阻
害
し
な
い
作
業
が
求
め
ら
れ
た


鉄
道
運
営
に
係
る
工
事
は
夜
間
に
限
定

作
業
時
間

は
準
備
片
付
け
を
除
く
と

終
電
か
ら
初
電
ま
で
実

働
２
時
間
ほ
ど
だ

た

﹁
人
も
資
材
も
通
常
以
上

に
投
入
し
た
上
で

緻
密
な
工
程
管
理
が
必
要
で
し

た

ま
た
鉄
道
運
営
に
係
る
エ
リ
ア
は
日
中
お
客
様

が
使
用
す
る
た
め

毎
日
新
し
い
工
事
が
竣
工
す
る

よ
う
な
緊
張
感
で
し
た
﹂
と
奥
津
所
長


　
線
路
を
ま
た
ぐ
形
状
の
駅
ビ
ル
の
施
工
に
あ
た


て
は


︵


︶
の
長
い
梁
を
揚
重
す
る
た
め
軌

道
近
接
に
２
基
の
タ
ワ

ク
レ

ン
を
設
置
し
た


軌
道
上
と
い
う
困
難
な
条
件
下
で
の
組
み
立
て
は
東

急
線
で
は
あ
ま
り
例
が
な
い
と
い
う

﹁
事
業
主
と

の
協
議
の
末

鉄
骨
の
施
工
だ
け
で
な
く

昼
夜
で

異
な
る
可
動
制
限
を
設
定
し

他
の
作
業
で
も
活
用

し
ま
し
た
﹂
と
説
明
す
る


　
基
礎
工
事
の
際
に
は
列
車
運
行
に
支
障
が
発
生
し

な
い
よ
う

自
動
計
測
器
を
採
用
し
て
常
時
レ

ル

の
変
位
を
管
理
し
た

事
前
の
山
留
め
・
根
切
り
試

算
と

現
場
で
の
ズ
レ
や
レ
ベ
ル
を
常
に
監
視
す
る

こ
と
で

列
車
運
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
常
時
変
位
を
管
理
し
た


　
竣
工
を
迎
え
て
奥
津
所
長
は
﹁
ご
近
隣
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
全
て
の
工
事
関
係
者
さ
ま
の
お
か
げ
で
無

事
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た


　
東
急
池
上
線
池
上
駅
で
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
エ
ト

モ
池
上
が
３
月

日
に
開
業

し
た

エ
ト
モ
池
上
は
２
０

２
０
年
７
月
に
供
用
開
始
し

た
新
し
い
池
上
駅
舎
直
結
の

商
業
施
設
で

駅
舎
を
含
む

施
設
規
模
は
Ｓ
造
５
階
建
て

延
べ
９
５
２
５
平
方

︵
う

ち
店
舗
面
積
４
９
５
５
平
方


︶内
装
の
一
部
に
は
旧
池

上
駅
舎
の
木
材
を
利
用
し


木
造
駅
舎
の
歴
史
を
伝
え

る

設
計
は
東
急
電
鉄
・
東

急
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


施
工
は
東
急
建
設
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
し
た


◇工　　事　　名　　称：池上線池上駅改良工事および駅ビル開発工事
◇工　　事　　場　　所：東京都大田区池上六丁目３番号
◇事　　業　　者：東急株式会社・東急電鉄株式会社
◇設　計　・　監　理：東急電鉄株式会社、株式会社東急設計コンサルタント
◇デザイン監修：株式会社Ｅ．Ａ．Ｓ．Ｔ．建築都市計画事務所
◇施　　　　工：東急建設株式会社
◇敷　　地　　面　　積：，．㎡
◇建　　築　　面　　積：，．㎡
◇延　　床　　面　　積：，．㎡
◇構　　　　造：Ｓ造
◇階　　　　数：地上５階
◇工　　　　期：年６月～年３月（カ月）

駅コンコース「池上仲見世」

エトモ池上メインエントランス 大田区立池上図書館　（写真提供：東急㈱） 休憩スペース

　池上線池上駅は、年以上の歴史を持つ池上本門寺
の玄関口として整備されたこともあり、設計では歴史を
つなぎ、未来に継承していく新たな拠点づくりを目指し
た。
　ファサードには池上本門寺の「お会式（おえしき）」
の万燈（まんどう）をモチーフとした行燈（あんどん）
を灯す列柱を配し、まちに開く大きな庇を出入口に設け、
駅とまちの一体感の形成を図った。

　ホーム・コンコースの壁や天井には木材を使用し、池
上駅を訪れた人が温かみのある空間に包まれることを意
図した。木材は東京都の多摩産材を使用することで、戸
越銀座駅、旗の台駅に続き、池上線の沿線一体で連続す
る木の空間を実現した。
　２階の改札を抜けると、自由通路の両側には門前町で
ある池上の新たな玄関口となる池上仲見世が縁日のよう
な賑やかさを醸し出す。
　３階から５階は眼下に往来する電車を見ながら休憩で
きるスペースを東側に集約し「まちの居間」として設え、
駅から連続する木を基調としたデザインで統一し、利用
者を温かく包み込む空間とした。
　まちを照らす行燈や池上仲見世をはじめとする各所に
散りばめられた紋は、池上駅ならではの象徴性を演出す
るとともに、池上駅にとどまらず、まちにまで拡がるこ
とを期待するデザインとした。
　東急電鉄株式会社・株式会社東急設計コンサルタント

　このたび池上線池上駅で開発を進めていた駅直結商業
施設「エトモ池上」が年３月日に開業いたしまし
た。池上線沿線は、都心へのアクセスが至便な上、魅力
ある観光スポットが点在するため、さらなる来街が期待
できるエリアとしてまちづくりを進めています。こうし
た機運の高まりを受け、駅利用者の安全性および地域の
利便性向上を目指して駅舎改良工事と駅ビル開発を一体
とした開発となりました。

　駅直結商業施設「エトモ池上」は、店舗や生活支援機
能を有する駅と街をつなぐコミュニティー型商業施設で
す。池上線初のエトモブランドとなる同施設には、１階か
ら５階まで全区画店舗が出店します。乗降客の方々
や周辺にお住まいの皆さまの日常を、より便利で豊かに
することを目指し、東急百貨店が運営するデパ地下のエ
ッセンスを凝縮した「東急フードショースライス」をは
じめ、充実した食のラインナップと、居心地のよい時間
・空間を提供します。地域の生活を支えるサービス機能
も充実を図り、図書館や保育園、学童保育施設、地域の一
次診療所となる池上総合病院のサテライトクリニック、
ジム・ヨガスタジオなども開業しました。
　年７月日に供用開始した新池上駅については、
駅舎を橋上化して構内踏切を廃止し、以前は北側に１カ
所のみだった出入口を南側にも新設することで、乗降客
の利便性、安全性の向上を図っています。
また、新池上駅とエトモ池上の各所に旧池上駅で長年使
用されていた古材「えきもく」を活用しました。長年愛
されてきた旧池上駅の記憶を受け継ぎ、開業後も継続し
てお客さまと共に歴史を紡いでまいります。
　今後も「池上に住みたい・住み続けたい」と思ってい
ただけるような、池上エリアの新しいシンボルとなるこ
とを目指すとともに、同地区のますますの発展に寄与す
ることを期待しています。


